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物流 業界 の 店 着 価 格 制 是 正 に よる 賃上げ 促進 ・ 生 産 性 向上 策 に つい て 
本 提案 に お ける 価値 観 


物流 業界 の 課題 


本 来 あ る べき 賃上げ の 姿 と は 、 企 業 の 稼ぐ 力 (売上 ) の 向上 を 踏ま えた 持続 的 な 
賃上げ で あり 、 そ の た め に 政府 が 取り 組む べき こと は 、「 市 場 の 失敗 」 を 正 し 企 業 
の 健全 な 競争 ・ 成 長 を 促す こと に より 、 企業 に よる 賃上げ を 応援 する こと 。 


企業 の 稼ぐ 力 の 向上 が 賃上げ に つなが りや すい と 考え れる 、 人 手 不 足 が 深 刻 で 
労働 集約 的 な 物流 業界 (さら に 2024 年 問題 に も 直面 ) に 絞っ て 賃上げ 促進 策 を 立 
案 し た 。 


店 着 価 格 制 の “before after” 


店 着 価格 制 !『 に よる 物流 構造 の 一 例 


発 和 荷主 (メー カー 等 ) 


bea 


| 着 荷主 Cl 寺 事業 者 等 ) | 


① 商 品 価格 に 物 放 費 を 含め て 価格 提示 
ー 物 充 事 業者 に 支払 う 佑 より も 高く 設定 


③ 和 移流 費 を 漠然 と 支払 っ て いる と いう 認識 
と 、 ② の 胡 % ER で 
業務 等 を 物流 事 に 求め る 


② 一 定 の 附帯 業務 し か 含 
まな い 標 準 B ぶ 軍 賃 


[a | be 
の 発生 
| で 天 事 拒 者 | の ドラ イ バ パー は 窒 主 問 、 完 生 主 ・ 元 請 事業 者 間 の 契 
ンプ よう て いい \ る か が 分 か ら な いた め 、 無償 で 附 
契約 関係 | 業務 を 提供 a 
モノ の 流れ row の つ 玩 人 元 請 事 業者 は 当事者 で は な ね な いため 
= ーー 
本 提案 に つい て 


荷主 間 の 契約 に お ける ある べき 物流 費 の 姿 と は 、 荷主 間 の 契約 に お いて も 標準 的 運 
格 と 物流 費 を 分 けた も の 。 


- 料 金 ・ 実 費 - 燃料 サー チャ ー ジ - 


・ 待 機 時 間 料 
ee 120 円 ん を 基準 と 
* し 燃料 価格 に 応 
TH じ 算 出 ーッ 
・ フ ェ リ ー 利 用 科 
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「 物 流 コ スト 見 える 化 促進 税制 (仮称 ) の イメ ー ジ 


ジン] は 2 入 下 を: ありま 有 和 悦 を 0 誕 


ある べき 物流 費 の イメ ー ジ 
店 着 価 格 制 の 是正 と 上 記 の 実現 に は 着 和 荷主 主導 の 取組 が 不可 欠 な 一 


その た め 、「 物 流 コス ト 見 える 化 促進 税制 (仮称 ) 」 を 創設 し 、 着 荷主 企業 が 、 標準 的 運賃 


賃 制度 に 準拠 し た 料金 設定 で 、 商 品 価 


方 で 、 そ れ に は 政府 の 強力 な 後押し が 必要 。 


貞 制 度 に 準拠 し た 料金 設定 で 、 商 品 価 
格 と 物流 費 を 分 け て 契約 し た 場合 、 そ の 物流 費 の 509% に つい て 税額 控除 を 特別 に 認め る 。 


物流 業界 の 賃上げ を 阻む 様々 な 課題 に 対す る 政府 の 取組 は 進ん で いる も の の 、 
店 着 価 格 制 に 対す る 取組 は まだ 進ん で いな いと 考え られ る 。 
着 荷 主 へ の 納品 価格 に つい て 商品 価格 と 運送 費 が 一 体 と な る 店 着 価格 制 の 下 で 


は 、 着 荷主 に と っ て みれ ば 、 ど の 運送 業務 に どの くら い の コ スト が か か っ て いる か 
分 か ら ず 、 ま た 運送 費 は 一 定 の た め 、「 定 額 使い 放題 」 状 態 に 。 

それ に より 、 運 送 事業 者 は 価格 転嫁 が 容易 で は な く 、 対価 を 伴わ な い 附 帯 業務 も 
な く な ら な い ( 今 年 度 抜本 拡充 され る 標準 的 運賃 制度 に も 限界 が ある ) 。 


商品 価格 と 折 流 費 を 分 離し た 物流 構造 の 例 
発 荷主 (メー カー 等 ) 
① 商 品 価格 と 物流 費 を 分 け て 価格 提示 
一 着 谷 主 が 必要 な 物 需 に ス に 応じ て 適正 な 価 拘 決 


着 荷主 (中 ' 売 事業 者 等 ) 


本 


③ 選 択 し に た サー ビス に 応じ た 附帯 業務 等 を 


る ② 着 荷主 の 希望 に 応じ た オプ ショ ン 価 格 (これ 02 の 3 約 以上 の こと は 求 
を 加え た 標準 B ぶ 重任 の な し 
⑤ 物 流 コ スト の 引下げ の た 
の 物 ほ の 2 に つの 
e 
で ④)| 着付 提示 どおり に 作業 し 、 料 : 
ドラ イ バ ー( は 着 荷主 の 提示 に し 、 料金 に 
EE 応じ た サ ービス を 提 供 人 
モノ の 流 一 対価 の a い 附帯 業 移 洲 の ょ リ 、 実 中 の 
1 1m、 


本 提案 導入 に よる 効果 


運送 事業 者 に 業務 に 見 合う 適 
切な 対価 が 支払 われ 、 賃上げ 
が 実現 (標準 的 運賃 制度 と の 
相乗 効果 ) 。 

・ 着 荷主 の コス ト 削 減 努 力 に よ 
り 物流 業界 全体 の 効率 化 が 
実現 。 

・ 運 送 事業 者 の 附帯 業務 負担 
が 軽く な り 、 労 働 時 間 の 適性 
化 や 余剰 時 間 を 活用 し た 新規 
案件 の 受注 を 通じ た 売上 拡大 
が 実現 。 


短期 軸 


物流 費 の 509% に つい て 特別 脱 額 控除 


長期 軸 


(備考 ) 荷 主 主導 に よる 店 着 価格 制 是 正 の 取組 例 と し て 、 積載 率 ・ 作 業 効率 、 車 両 台数 、 発 注 平準 化 、 サ ステ ィ ナ ビリ ティ 等 の 観点 に 基づく メニ ュー プラ イシ ング を 導入 し た ユニ リー バ ・ ジ ャ パン ・ カ スタ マー マー ケティング (株 ) の 例 が 挙げ られ る 。 


物流 業界 に 着目 し た 理由 一 人 手 不足 が 深刻 化 一 


ロ 価格 交渉 ・ 価 格 転 嫁 の 促進 や 企業 の 稼ぐ カカ の 向上 が 賃上げ に つなが りや すい 業界 と は 、① 人 手 不 足 が 深刻 で 、② 労 働 集約 的 な 業界 
と 考え られ る 。 つま り は 、 人 手 不 足 が 深刻 か つ 労 働 集約 的 な 業界 は 、 賃 上 げに よる 人 手 の 確 保 の 潜在 的 な 意欲 は 高い と 考え られ 、 価 
格 交渉 ・ 価 格 転嫁 の 促進 や 企業 の 稼ぐ 力 の 向上 に よっ て 賃上げ 原資 が 確保 され れ ば 、 賃 上 げ を 行う 力 は 働き や すい は ず で ある 。 


ロロ 物流 業界 は 、 労 働 力 不足 が 近年 深刻 化し て お り 、 特に トラ ッ ク 輸送 に お いて は 、 高 齢 化 等 に より 担い 手 の 減少 が 急速 に 進み 、 今 後 さら 
に 供給 力 不足 が 増大 する お それ が ある 。 


物流 業界 の 人 手 不 足 感 道路 貨物 運送 業 の 運転 従事 者 数 の 予測 
了 DI(「 過 剰 」ー「 不 足 」) 200 = エ EN 


1000 = 
将来 予測 


1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 


営業 用 貨物 自動 車 の 需給 バラ ンス の 推計 


35 
29.2 29.2 


製造 業 


70 
2012 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 2015 2020 2025 2030 
(年 需要 供給 


レバ パロ 


mn 


(備考 ) 左 図 は 、 日 本 銀行 「 全 国 企 業 短期 経済 観測 調査 」 よ り 作 成 。 点線 は 予測 。 右 図 は 、 公 益 社団 法人 日 本 ロジ ステ ィ ク スシ ステ ム 協 会 「 ロ ジス ティ クス コン セプト 2030」 よ り 作 成 。 2 


物流 業界 に 着目 し た 理由 一 労働 集約 的 、2024 年 問題 一 


ロ トラック 運送 事業 の 営業 費用 の 約 4 割 は 運送 に 係る 人 件 費 で あり 、 労働 集約 的 。 また 、 ト ラッ ク ド ラ イ バ ー の 年 収 は 全 産 業平 均 に 比 し 


て 5~ 10% 程 度 低 い 状 況 に ある 。 人 手 不 足 感 と 相まって 、 売上 の 向上 が 賃上げ に 結び つき や すい と 考え られ る 。 
ロロ さら に 、 ト ラッ ク ド ラ イ バ ー の 働き 方 改革 に 関す る 法律 が 2024 年 4 月 か ら 適 用 され る 中 、 物 流 の 停滞 が 懸念 され る 「2024 問 題 」 に 
て お り 、 我 が 国 の 物流 業界 の 革新 は 政府 が 取り 組む べき 喫緊 の 課題 で ある 。 


直面 し 


一 般 貨物 運送 事業 者 の 営業 費用 内 訳 トラ ッ ク ド ライ バー の 年 間 所 得 額 の 推移 
( 令 和 3 年 度 平均 a 


419 419 


その 他 
20.6% 


400 415 417 


350 
28 年 29 年 30 年 31/ 令 和 元 年 2 年 3 年 4 年 


ーー 一 年 間 所 得 額 ( 全 産業 ) 一 一 年間 所 得 額 ( 大 型 ト ラッ ク ) 一 年 間 所 得 額 (中 小型 トラ ッ ク ) 


2023 年 3 月 31 日 第 1 回 我が国 の 物流 の 革新 に 関す る 
関係 閣僚 会 議 岸田 総理 大 臣 発言 


ーー 人 当たり の 労働 時 間 が 短く な る こと か ら 、 何 も 対策 を 講じ な けれ ば 物流 が 停 

re 滞 し か ね な いと いう 、 い わ ゆ る 「20224 年 間 題 」 に 直面 し て お り ま す 。 これ に 対 

道路 使用 料 3 応 する た め 、 荷 主 ・ 物 流 事業 者 間 等 の 商 慣行 の 見 直し と 、 物 流 の 標準 化 や D 

3.7% 修繕 費 I X・GX 等 に よる 効率 化 の 推進 に より 、 物流 の 生産 性 を 向上 する と と も に 、 荷主 

減価 償却 費 ” 57% 企業 や 消費 者 の 行動 変容 を 促す 仕組 み の 導 入 を 進め る べく 、 抜 本 的 ・ 総 合 的 

本 な 対応 が 必要 で す 。 こ の た め 、 物 流 政策 を 担う 国交 省 と 、 荷 主 を 所 管 する 経 産 

省 、 農 水 省 等 の 関係 省庁 で 一 層 緊 密 に 連携 し て 、 我 が 国 の 物流 の 革新 に 向け 、 
政府 一 丸 と な っ て 、 ス ピー ド 感 を 持っ て 対策 を 講じ て いく 必要 が あり ます 。 


一 般 管理 費 
14.296 


(備考 ) 左 図 は 、 公益 財 団 法人 全日 本 トラ ッ ク 協 会 「 経 営 分 析 報 告 書 ( 概 要 版 )- 令 和 3 年 度 決算 版 -」 よ り 作成 。 右 上 図 は 、 国 土 交通 省 「「 標 準 的 な 運賃 」・「 標 準 運 送 約 款 」 の 見 直し に 向け た 論点 整理 」 よ り 抜 粋 。 3 


物流 業界 (特に 小売 業 ) を めぐ る 課題 の 全体 像 


ロロ 物流 短 要 は 、 発 荷主 ・ 着 荷主 間 の 受 発 注 に より 発生 し 、 出 荷 ・ 入 荷 の 条件 決定 に は 、 発 ・ 着 荷主 が 大 きく 関わ っ て いる 。 運送 条件 の 決 
定 に 実際 の 運送 を 担う 事業 者 の 意向 が 働き づら い 状況 に と な っ て いる 。 


ロ 特に 小売 業 に お いて は 、「 店 着 価 格 制 」 に より 、 製品 価格 と 運送 費 が 一 体 化し て 、 そ の 価格 が 着 荷主 へ の 納品 価格 に な っ て いる 。 着 荷 
主 か ら す る と 、 一 度 決定 され た 納品 価格 の 中 で 、 可能 な 限り 高い レベ ル の 運送 業務 を 引き 出 そ う と する た め 、 結 果 と し て コス ト を 度 外 
視 し た 多 頻 度 小口 注文 や 運送 関連 の 追加 業務 が 常態 化す る (いわ ば 、「 運 送 定額 使い 放題 状態 」 と も いえ る ) 。 
また 、 発 ・ 着 荷主 間 で 合意 し た 条件 に 基づき 、 発 荷主 か ら 元 請 運送 事業 者 に 運送 業務 が 委託 され 、 多 重 下 請け 構造 の 下 、 実 運送 事 
業者 へ の 再 委託 が 繰り 返さ れる 結果 、 い わ ゆ る 「 中 抜き さ 」 に よっ て 、 よ り 下 部 に 位置 する 事業 者 は 収益 を 拡大 で き な い 。 


課題 1: 物 流 事 業者 が 関与 し な い 形 で 運送 条件 決定 
① 出 荷 ・ 入 荷 の 条件 決定 (運送 含む ) に ココ 


製品 価格 と 運送 費 は 一 体 化 
発 荷 主 着 何 主 


②① に 基づき 実際 の 運送 を 委託 
課題 3: 適 正 な 運賃 が 支払 われ な い / 運 送 コ スト 


上 昇 分 の 転嫁 を 認め な い 


課題 5: 附 帯 業 務 の 発生 / 荷 


待ち に よる トラ ッ ク 運 送 事業 
者 の 負担 増 


持つ 運送 業者 に 再 家 旗 課題 6 : 更 な る 物流 の 効率 化 
課題 7 消費 者 の 行動 変容 一 次 下請 事業 者 


手数 料 O% 
次 下 請 事 業者 
手数 料 O% 


契約 関係 三次 下請 事業 者 
モノ の 流れ 受 al 


n 4 


店 着 価格 制 に より 生じ る 課題 


標準 的 運賃 制度 に 基づい た 運 


賃 を 収受 で き て いる 業者 は 依然 と し て 少な いと いう 課題 も ある が “%)、 新 た な 標 汁 的 運賃 制度 が 広く 浸 


透 し た と し て も 、 店 着 価格 制 が 続く 限り 、 着 荷主 は 自ら が 受け る べき 適正 な 物流 サー ビス が 分 か ら な いた め 、 適 正 な 対価 を 伴わ な い 多 


頻度 小口 注文 や 附帯 業務 は な く な ら な い 。 
店 着 価格 制 に よる 物流 構造 の 一 例 


発 荷主 (メー カー 等 ) 
① 商 ls 移流 費 を 全 2 


つ 惣 流 ヨ 自 に 文 


② 一 定 の 附帯 業務 し か 含 
まな い 標 準 的 運賃 


下請 運送 事業 者 


契約 関係 
モノ の 流れ 


着 荷主 (小売 事業 者 等 ) 


③ 物 流 費 を 漠然 と 支払 っ て いる と いう 認識 の も 
と 、② の 契約 を 超え る 多 頻 度 小口 配 注文 や 附 
帯 業務 等 を 物流 事業 者 に 求め る 

つ 無 償 労 働 さ せ て いる 自覚 な し 


無償 労働 
の 発生 


(《④ ド ライ バー は 荷主 間 、 発 荷主 ・ 元 請 事業 者 間 の 契 
約 が どう な っ て いる か が 分 か ら な いた め 、 無 償 で 附 
帯 業務 を 提供 

ーー 叙 や 元 8 ョ 


標準 的 運賃 制度 に つい て 


運送 事業 者 が ドラ イ バ ー の 賃上げ の 原資 と な る 適正 運賃 を 収受 かす る た め の 環 境 の 整備 の 一 環 と し て 、 政 府 は 本 年 3 月 に 新た な 標準 
的 運賃 を 告示 。 
標準 的 運賃 制度 と は 、 元 請 運 送 事業 者 が 自社 の 適正 な 運賃 を 算出 し 、 和 荷主 と の 運賃 交渉 に 臨む に あたっ て の 参考 資料 と し て 活用 し 


て も ら う た め の も の 。 (R2 年 に 創設 され 元々 は R6 年 まで の 時 限 措置 ) 


新た な 標準 的 運賃 は 、 従 来 の も の か ら 運 賃 を 896 引 き 上 げ る と と も に 、 荷 役 と いっ た 附帯 業務 の 対価 や 下請 手数 料 等 の 各種 経費 も 新 
た に 加算 で きる よう に な り 、 標準 的 運賃 が 業界 全体 に 浸透 すれ ば 1096 前 後 の 賃上げ が 実現 で きる と され て いる 。 


新た な 標準 的 運賃 の 概要 
1. 荷主 等 へ の 適正 な 転嫁 _ 3. 多様 な 運賃 ・ 料 金 設 定 等 
く 運賃 水準 の 引上げ 幅 を 提示 > | < ぐ 「 個 建 運 賃 」 の 設定 等 > 
e 連 任 表 を 改定 し 、 平 均 約 8 9% の 運賃 引上げ 〔 ほ 人) _- 
e 運賃 表 の 算定 根拠 と な る 原価 の うち の 燃料 費 を 120 円 に 変更 、 "* 共同 輸 配 送 等 を 念頭 に 、「 個 建 運 賃 」 を 設定 〔 運 牛 ) 


燃料 サー チャ ー ジ も 120 円 を 大 準 価格 に 設定 〔 運 賃 
く 荷 待ち ・ 荷 役 等 の 対価 に つい て 標準 的 な 水準 を 提示 > 


@ 現行 の 待機 時 間 料 に 加え 、 公共 工事 設計 労務 単価 表 を 参考 に 、 8 荷主 A+ 荷主 B 
役人 業 こと の 「 生 科 - 取 料 」 を 加算 ba | 
=m 17eom 
Le So 
@ 和 荷 待ち ・ 荷 役 の 時 間 が 合計 2 時 間 を 超え た 場合 は 、 割増 率 5 割 1 両 = 5 レン 
を 加算 【 運 品 】 | ー 1 個 = (の 
回 本 運送 と 運送 以外 の 業務 を 別 の 章 に 分 離 
し 、 荷主 か ら 対価 を 収受 する 宮 を 明記 【 約 款 】 
@ 周 別 に 明記 する と と も に 、 「 運 送 申込 書 プ . @ リー ド タ イ ム が 短い 運送 の 際 の 「 速 達 割増 」 ( 逆 に リー ド タ イ ム を 長く 設定 
生前 【 運 仙 】【 約 款 】 | し た 場合 の 割引 ) や 、 有料 道路 を 利用 し な いこ と に よる ドラ イ バ ー の 
運転 の 長 時 間 化 を 考慮 し た 割増 を 設定 〔 運 賃 
2. 多重 下請 構造 の 是正 等 
く 「 下 請け 手数 料 」 (利用 運送 手数 科 ) の 設定 等 > くそ の 他 > 
@ 「 下 請け 手数 料 」 (運賃 の 1096 を 別に 収受 ) を 設定 (運賃 @ 現行 の 冷蔵 ・ 冷 凍 車 に 加え 、 海上 コン テ ナ 輸 送 車 、 ダ ンプ 車 等 
@ 元 請 運 送 事 業者 は 、 実 運送 事業 者 の 商号 ・ 名 称 等 を 荷主 に 5 車種 の 特殊 車両 割増 追加 〔 運 洛 】 


EN < 中 止 手数 料 の 請求 開始 可能 時 期 、 金 額 を 見 直し sy 


@ 荷主 、 運 送 事 業者 は 、 そ れ ぞ れ 運 賃 ・ 料 金 等 を 記載 し た 電子 書面 @ 運賃 ・ 和 料金 等 の 店 頭 掲示 事項 に つい て 、 イン ター ネッ ト に よる 
(運送 申込 書 / 引 受 書 ) を 交付 する こと を 明記 約款 】 公表 を 可能 と する 【 約 区 


(備考 ) 国 土 交通 省令 和 6 年 3 月 22 日 報道 発表 資料 より 抜粋 。 6 


店 着 価格 制 是正 に 向け た 課題 


ロ 政府 の 強力 な 働き か けが な い 限 り 、 特 に 小売 業 に お いて は 店 着 価格 制 を 是正 する こと は 厳し い 。 
店 着 価格 制 是 正 に 対す る 関係 者 の 立ち 位置 


小売 業 全体 ・ 地 域 間 ・ 店 舗 間 の 商品 価格 を 均一 化 さ せる た め に は 、 ど の 店 舗 ・ 地 域 で も 物流 費 が 上 下 せ ず 
= 一 定 と な る 店 着 価格 制 が 最も 合理 的 。 


・ 自ら が 運送 業務 を 担っ て いる わけ で も な く 、 また 着 荷 主 企業 と の 安定 的 な 関係 性 構築 の た め に 
発 荷 主 企業 も 店 着 価 格 制 是正 に 取り 組む イン セン ティ ブ は 薄い 。 (物流 コス ト 増 加 分 の 負担 を 着 荷主 企業 
可 十 正 に 求め る こと も 考え られ る が 、 物 流 コ スト を 持つ 代わ り に 製品 の 仕入れ 価格 の 値下げ を 依頼 さ 
れる リス ク も ある 。) 


・ 店 着 価 格 制 に よる 一 定 の 物流 費 で 、 多 頻度 小口 注文 に よる 効率 的 な 在庫 管理 等 の メリ ッ ト を 


享受 し て きた 。 
着 荷主 企業 . 店 着 価格 制 が 是正 され る と 、 現 行 享受 し て いる 物流 サー ビス を 維持 する に は 事実 上 の 値上げ 
と な る 。 


・ そ も そ も 荷 主 間 の 契約 に 関与 し て いな いた め 、 店 着 価 格 制 是 正 を 働き か ける こと は で き な い 。 
・ 無 償 の 附帯 業務 が 発生 する 着 荷 主 と の 契約 を 解消 し よう と し て も 、 着 荷主 企業 と 発 荷主 企業 
運送 事業 者 は 長期 継続 的 な 取引 関係 に ある こと が 多く 、 着 荷主 と の 関係 を 改め る こと は 運送 業務 の 受注 
先 で ある 発 荷 主 企業 と の 関係 を 断つ こと に 等 し い 。 
・ 多 重 下 請け 構造 下 の 運送 事業 者 は 小 規 模 事業 者 も 多く 、 元 請 事業 者 へ の 交渉 力も 弱い 。 


※ 実 際 の 業界 構造 で は 、 発 荷主 企業 と 着 荷主 企業 と の 間 に 卸 業者 が 存在 する が 、 彼 ら に は 運送 事業 者 の 負担 と 関係 な く 取引 高 に 応 
じ た 手 数 料 収入 が ある た め 、 店 着 価 格 制 呈 正 を 働き か ける メリ ッ ト は な い 。 


OY 
各 プ レイ ヤー の 努力 の み に 任 せる だ け で は 不 十 分 
店 着 価 格 制 是正 に は 、 政 府 の 強力 な 働き か けが 求め られ る 
キー プレ イヤ ー は 着 荷 主 企業 ( 着 荷主 企業 が 動か な い 限 り 状況 は 変わ ら な い ) 7 


荷主 間 で の 契約 に お ける 物流 費 の ある べき イメ ー ジ 


ロ 発 荷 主 と 運送 事業 者 間 で の 契約 の みな ら ず 、 荷 主 間 の 契約 に お いて も 標準 的 運賃 制度 に 準拠 し た 料金 設定 で 、 商 品 価格 と 物流 費 を 
分 け て 契約 する 。 


ロロ さら に 、 物 流 費 の 内 訳 を 示す こと で 、 着 荷主 企業 は 、 ど の 業務 に どの 程度 の コス ト が か か っ て いる か を 把握 で きる 。 


BEFORE 


AFTER 


- 料金 実費 - - 燃料 サー チャ ー ジ - 


・ 待 機 時 間 料 
' 柄 込 取 釧 笠 120 円 / し を 基準 と 
GS し 燃料 価格 に 応 
高速 道路 利用 料 じ 算 出 
・ フ ェ リ ー 利 用 料 

等 


= 


※ 運 賃 ・ 料 金 ・ 燃 料 サ ー チ ャ ー ジ は 端数 処理 を 行い 別途 消費 税 を 加算 


a ( 令 和 6 年 国土 交通 省 告示 第 209 号 ) 、「 一 般 貨 物 自 動車 運送 事業 に 係る 標準 的 な 運賃 に つい て 」( 令 和 6 年 3 月 22 日 付 国 自 貨 第 844 号 ) を 参 8 
に 作 


「 物 流 コ スト 見 える 化 促 進 税制 (仮称 )」 の 提案 


ロ 着 荷 主 企業 主導 の 店 着 価格 制 是 正 に 向け 、 時 限 的 に 「 物 流 コス ト 見 える 化 促進 税制 (仮称 )」 を 措置 。 


ロ 本 税制 は 、 着 荷主 企業 が 、 標 準 的 運賃 制度 に 準拠 し た 料金 設定 で 、 商 品 価格 と 物流 費 を 分 け て 契約 し た 場合 、 そ の 物流 費 の 509% に 
つい て 税額 控除 を 特別 に 認め る と いう も の 。 


「 物 流 コス ト 見 える 化 促進 税制 (仮称 )」 に つい て 


O 〇 対象 
全 企業 
O 具 体 的 内 容 


・ ト ラッ ク 輸 送 を 用 いて 商品 を 仕入れ る 場合 (製造 過程 や 販売 時 等 は 除く ) 、 物流 費 の 509% に つい て 、 特 別 税額 控除 を 認め る 。 


RE | 


〇 適用 条件 

・ 納 品 価格 に つい て 、 商 品 価格 と 物流 費 が 分 離さ れ て お り 、 物 流 費 が 標準 的 運賃 制度 に 準拠 し た 形 で 各種 運送 業務 に 係る 費用 が 明示 
され て いる こと 。 

・ 仕 入れ 元 企業 ( 発 荷 主 企業 ) が 元 請 運 送 事業 者 に 対し 、 標準 的 運賃 制度 士 10%% の 価格 で 委託 し て いる こと 。 ( 発 荷主 企業 又は 着 荷 主 
企業 自ら 商品 の 運送 を 行う 場合 は 適用 し な い ) 

・ 発 荷主 企業 及び 着 荷 主 企業 は 、 物 流 の 適正 化 ・ 生 産 性 向上 に 向け た 荷主 事業 者 ・ 物 流 事業 者 の 取組 に 関す る ガイ ドラ イン に 基づき 、 
自主 行動 計画 を 作成 し て いる こと 。 


〇 その 他 
・3 年 間 の 時 限 措置 と する 。 


本 税制 措置 導入 後 の 絵 次 


本 政策 導入 後 は 、 短 期 的 に は 対価 が 十分 に 支払 われ て 来 な か っ た 配送 員 の 役務 に 対す る 対価 が 支払 われ る よう に な り 、 賃上げ が 
実現 され る 。 


その 後 次 第 に 着 荷主 側 の コス ト 削 減 努 力 に より 物流 業界 全体 の 効率 化 が 実現 し 、 ま た 、 配 送 員 は 時 間 の か か る 役務 か ら 解 放さ れ 、 
労働 時 間 の 適性 化 や 余剰 時 間 を 活用 し た 新規 案件 の 受注 を 通じ た 売上 拡大 が 実現 され る 。 


物流 コス ト 見 える 化 促 の 
進 税制 (仮称 税制 の 〇 着 荷主 側 の 業務 
導入 物流 コス ト 見 える 化 促 RR 
W 進 税制 (仮称 ) 税 制 の 
浸透 
短期 軸 : 未 払い 報酬 の 適性 化 の 進展 長期 軸 : 健全 な 競争 を 通じ た 持続 的 賃上げ の 実現 
ロ 着 荷主 側が 節税 を 目的 と し て 、 標 準 的 運賃 制度 に ロ 着 荷主 側が 物流 費 の 節約 を 目的 と し て 、 徐 々 に 
依拠 し た 物流 費 設定 を 行う こと で 、 物 流 業者 の 役務 物流 付帯 サー ビス を 内 製 化し て いく 。 
で NH 5 ー 了 
9 内 全 が 明 好 4 例え ば 納入 前 の 待機 時 間 の 削減 や 、 荷 物 の 
ロ 従来 は 発 荷主 は 標準 的 運賃 に 対し て 十分 な 支払 い 受け 渡し を 倉庫 内 か ら 軒先 に する な ど 
行 こ な \ io の 
TN ロ 物流 業者 は 余剰 時 間 を 別 案件 の 受注 に 回 すこ と で 、 


物流 に 焦点 を 当て た 成長 を 志向 する 


例え ば より 所 要 時 間 な ど を 見 通せ る よう に な 
る こと で 、 帰り 荷 を 考慮 し た 物流 網 の 構築 を 
進め る な ど 、 各 社 の 創意 工夫 が な され る 


ー 部 の 業者 は 海 汰 され る 可能 性 は ある も の 
の 、 人 材 は 他 の 物流 業者 に よっ て 雇用 され 、 
流 全体 の 健全 な 成長 が 促進 され る 


ロ 物流 業者 へ の 支払 い が 適 正 化 さ れる こと で 、 そ の 原 
資 を も と に し た 賃金 の 上 昇 が 期待 で きる 。 


02 


アイ デア 名 : 残業 か ら 副業 へ 。 すべ て の 会 社員 を 個人 事業 主 に する 。 


① ア イデ ア の 概要 ※ 登 場 する 数 値 は 超 概 算 で す 
EE ミュ ミュ ミュ ミュ ミ = ミ = ミキ ヨー 上 sdsdsdsdsdsdsdsdsdsdsdsdsdscsceseseer 
従業 員 10 名 
年 商 2 偽 円 
経常 利益 1.000 万 円 


平均 年 収 500 万 円 (固定 給 400 万 円 + 残 業 代 100 万 円) 
※ 中 小 企業 店 「 令 和 5 年 中 小 企業 実態 時 本 調査 速報 参考 に し た 平均 的 な モデ ル 


ーー ワー ジー サー バー ジー ネト ーー サー ジー ドー ジー ペー バー ペー バー バー パー は ー ド ー ト ーー バー ズー ツー ジー ジー トー ドー テー バー パー ベー バー バー ドー バー トー セー リー バー キー バー ズー ドー ゲー ツー パー ドー パー ミー ドー ベー ペー バー ペー バー ペー トー ムー ドー バー 共 ー ジ ーー ジー ジー ジー セー セー バー バー ドー バー ジー ベー バー: 


1 取組 結果 (残業 相当 部 分 の キャ ッシュ フロ ー) 
> 企業 A の 残業 を 禁止 する 従業 員 目 線 


> 従業 員 は 定時 以降 、 個人 事業 主として 残業 相当 分 の 業務 を 企業 A か ら 受 託す る 、 
> 委託 価格 は 100 万 円 (税込 ) と する NN 
| 社会 保険 料 


ム A150 万 円 


計 +79 万 円 


十 100 万 円 


計 +100 万 円 


、 21 万 円 の 手取 り ア ッ プ 
(15% の 増益 ) JSL2 和 8 。(5% の 賃上げ ) 


マ 


02 
アイ デア 名 : 残業 か ら 副 業 へ 。 すべ て の 会 社員 を 個人 事業 主 に する 。 

前 頁 の 取組 の ポイ ント ※ 登 場 する 数 値 は 超 概 算 で す 
> 法 改 正 や 新た な 財源 を 必要 と せ ず 、 従業 員 の 手取 り 額 を 増やす こと が で きる 
> 従業 員 の みな ら ず 、 企業 の キャ ヤッ シュ フロ ー も 改善 する こと が で きる 
> リス キリ ング を 必要 と し な い 副 業 で ある 


さら な る 手取 り 額 アッ プ 要 因 
9 ビス 約 4096 の 企業 で サー ビス 残業 の 実態 が 5 る と | 前 買 の 取組 で は 「 有 給 休暇 を 取っ て 、 
| 壮 開 言わ 1 て お り 、 その 平均 時 間 は 月 16.7 時 間 。 | ! 事業 者 し し て 働く J と いう 新た な 
i 際 これ を 委託 業務 と し て 売上 に 換算 する と ! 「 選択 野生 まれ 、 仮 に 年 10 日 分 の 
==『。 約 40 万 円 の 年 収 アソ プ と お る 。 . | 末 消 化 有給 を 委託 業務 に あて た 場合 、 


! 約 20 万 円 の 年 収 アッ プ と な お る 。 


※2015 年 日 本 労働 組合 連合 会 「 労働 時 間 に 関す る 調査 より ! 


② 提 案 に 至っ た 背景 、 問 題 意 識 

> 賃上げ 実現 に 向け た 事業 者 の 不安 (賃上げ コス ト を 補う 売上 増 が 保証 され て いな いこ と ) 、 お よび 消費 者 の 不安 (賃上げ メリ ッ 
ト を 享受 する 前 に 物価 上 昇 に 耐え られ な いこ と ) に よる 賃上げ ムー ド の 停滞 を 打開 する た め に 、 新た な 財源 を 必要 と し な い 消 費 活 
性 策 (手取 り 額 アッ プ 策 ) を 提案 し た か っ た 

> 地方 で 9 年 間 、 中 小 企業 向け の 保険 営業 を 担当 し て 学ん だ 経営 者 の シビ ア な 感覚 を 政策 提言 に 活か し た か っ た 

> 会 社員 と し て 20 年 以上 勤め る 中 で 感じ て いた 、 次 の よう な 無駄 を 財源 に 転嫁 し た か っ た 
・ 累進 徴収 の 所 得 税 、 社会 保険 料 (働け と 我 が 暮 らし 楽に から ず ) 
・ (従業 員 目 線 ) サー ビス 残業 や 未 消 化 有 給 休 暇 の 積み 重ね 
・ (経営 者 目線 ) 残業 代目 当て の 従業 員 に よる 非 効 率 な 長 時 間 労 働 


ニー ニーーー ニ ーー ニニ ニー ニニ ニニ ニー ニー ニー ニニ ニニ ーー ニニ ニー ニー 三 ー ニ ニー ニー ニー リャ oma ーー 


